
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1979年10月 一
般演 題 1735−（291）

ス タ グ ラ
’7 デ ィ ソ レ セ プ タ

ー
は 性周期に よ る変動は 全 く

認 め られ て い な い．排卵調節 に 関与 す る プ ロ ス タ グ ラ ン

デ ィ ソ 以外 の 因子 として顆粒膜細胞 で 産生 され る プ ラ ス

ミノ
ー

ゲ ソ が 注 目されて い る が，血 清 プ ラ ス ミ ノ ーゲ ソ

濃度 は 排卵期 に 最高値を 示 す とい わ れ て お り，同時期に

血清中の オ キ シ トシ ソ 濃度 が 最高値を示す こ とか ら両者

の 関連性が指摘され オ キ シ ト シ ン が排卵に 関与 し て い る

こ とが示 峻 され て い る．以上 の 如 く， 排卵現象を生化学

的な面 と形態学的 な面 か ら比較検討 した 研究成果がと り

あげ られ て い る．他 に 妊娠初期中期 の 胎児卵巣内の 形態

学的変化を 原始卵胞細胞 と顆粒膜細胞 の 分化を 中心 と し

て詳細に観察 した興味あ る研究成果が発表され て い る ．

（田 部井徹）

FC ．57b 　（Abs ．　No ，200〜205）

　Biosynthesis 　　arld 　　Me ±abolism 　　of 　Ovarian

　 　 Steroids

　　（200）正常婦人 の 卵巣静脈．血 と 末梢血 中 steroid グ

ラ ーフ 卵 胞 と黄体 剔 出 前後 に 同時に 測定 し た．全て の ホ

ル モ ン は卵静血 中の 方が 有意 に 高 く，卵胞 を有す る側の

E
， ，E， 黄体側 の prog，

　pergnenol〔me120 α一preg は 対側 よ

り高値で あつ た．卵胞 や 黄体を 剔出 す る と， こ の 濃度

差 は 消失 した． こ れ らか ら DHT 以外 の steroid は 卵

巣 か ら分泌 さ れ，量的 に 卵胞の 最重要産物 は Ez と E
、

で ， 黄体 は preg・prog・20α 一〇 H −pro9 で あ る と結論さ

れ た．　 （201）去勢婦人に 3 種 の progestogen を 3週 間

投与 し て 脂質代謝 へ の 影響 をみ た． 19・norster ・ id 系 の

nerethister ・ ne と norgestrel は androgen 様 f乍用 を 有

し て お り，　17a−OH −prog 系 の medroxy 　 progesteron は

脂質代謝 に ほ とん ど 悪影響を 及 ぼ さ ない よ うで ある．

（202） 非放射性 ア イ ソ ト ープ を 用 い る 性 ス テ ロ イ ド の

plasma　 clearance 　 rate 損iJ定法 を 検討した と こ ろ 良好な

結果 を得， 生殖内分泌研究 に お い て 本法 に よ る ス テ V

イ ド産生 率の 測定 が 有用 な 指標 に な る こ とが わ か つ た

（203） progestogen の 1 つ で あ る Levonorgest「 el を持続

的腟内反応用法で 投与 して 性 ス テ ロ イ ド結合蛋 白の 動態

を 分析 し た と こ ろ，血 中に こ の ス テ ロ イ ドが 存在す る と

RIA で 測定され る ホ ル モ ン 量 よ り多量 の 遊離型内因性

ス テ ロ イ ドが 上 昇 し て い る こ とがわ か つ た ． （204） 従

来 の 平衡 透 析法 に よ る 血 中遊離型 t・ ・t。st… n ・ 測定法や

steroid 結合蛋白の Iigand　 assay は 帰床応用困難 で あ る．
Laurel1 に よ る電気免投測定法は 特異性 と 簡易性に す ぐ

れ て い る の で ，そ れ に よ る 測定成績 と Wiest　 Rosberg

の DHT −binding　 techn 三que に よ る成績 の 相関，お よび

estrogen や gestagen 投与 に よ る 変動の 成績に つ い て も

述べ る （205）血中 E
，

−17・G は 排卵期の Ez ピ ー
ク よ り

　2 日早 く， 2倍 の ピー
ク を形成 し抱合は 腎 で 行なわ れ，

こ の こ とが 排卵と関連す る 妊娠初〜中期 の E3一工6−G の

抱合 も腎で 行わ れ て お り， こ の 測定 は hCG 測定 よ り流

産 の 予後判定は 有用 で あ り，末期 で は 特 異 的 に 胎 児胎 盤

機能 を よ く反映す る．　（楠 田雅彦）
FC ．58　（Abs ．　No 。206〜211

， 222〜224）

　 Biosynthes置s 　 and 　Metabolism 　　of 　Ovarian

　 　 Steroids

　　「婦人 の 異 な つ た 生殖相 中 の 血 中 ・子 宮筋 ・筋腫組織

中の 性 ster ・id 値 と細胞質結合部位 お よ び 17β一MSD 活

性 との 相関」 は，筋腫組織に は 細胞質 レ セ プ タ ーと く1，c

progesterone の レ セ プ タ
ー
生成 が 欠如 して い る こ とを 明

らか に し ，
「植物抽出物 の 存在 ドの 家兎子宮 レ セ プ タ

ー

と progesterone の 結合 」 は， い くつ か の 植物抽出流産

薬 と家兎子宮細胞質 progesteroneレ セ プ タ
ー

との 結合

を検討 して い る． 「去勢 ラ ッ トに お け る結合型 estrogen

の 選択的 fibroid発生効果」 は estradiol ¢ 比 し，結合

型 estrogen は 子宮 ・腟に 選択的 に 作用す る と述 べ て い

る．　「人卵管 ・子宮体 お よび 頚管内膜上 皮 の 線毛 お よび

無線毛細胞 の 超微 形 態 学 的 動態 」 に よ れ ば，卵管 ・
子

宮 ・頚管内膜の 線毛細胞 ・無線毛細胞 は ， 部位に 応 じて

合目的に 変動 し て い るが，両 細胞間の 本質的差異 が な

い とい う． 「estri 。1の 酵素免疫測定法」 は ア ル カ リ フ ォ

ス フ ァ タ ーゼ を 標識酵素 と した 妊婦血清 estriol 測定法

で あ り， RIA 法 に 匹敵す る 方法 で あ る． 「ひ などり卵

管培養に お け る progesterone依存蛋 白 （avidin ） の 誘導

とその 阻害」 は ， avidin 生 成 に 必 要 な 生化学 的変化 は

progesterone活動の 初期 に お こ る こ と な どを 述べ る．

「原発無月経例 の 染色体分析 と性 ster ・ id 療法」 に よ れ

ば，至 適量 の 性 steroid 投 与 が こ れ ら原発無月経患者の

二 次性徴を改善 さぜ る．こ の あ と，　「原発卵巣不 全 に よ

る 無月経50例 の ギ ム ザ分染法に よ る 細胞 遺 伝 学 的評価 」

が 発表 され る． 「ヒ ト染色体 に お け る 卵巣 お よ び 身長

決定因子 の 局在」で は ，322例 の X 染色体異常例 に つ い

て ，卵巣お よ び身体発 育 の 決 定因 子が X 染色体 の どこ に

局在す る か を 分析 し，卵巣発育決定因子 は 短腕 と長腕，

と くに 短腕 に よ り多く含まれ て い る が，身長発育決定因

子 は 短腕 に の み 存在 し，身 長 発育決定因子は 卵巣 発育決

定 囚 了 よ り も短腕末端 に 座位 して い る こ とを明 らか に し

て い る．　 （平野睦男）

FC −59　（Abs ．　No ．257〜265）
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1736−（292）
一般演題 目産 婦 誌 31巻 臨 時 増 刊

　Adolescence，
　ClimacteriuTn　and 　Pestmenopause

　ゼ ラ ノ ール （zeranol ） は 非 ス テ 卩 イ ド性 の estrogen

で ， 最近閉経後婦人 の 種 々 の 症候群 に 用い られ て 効果 が

認 め られ て い る．著者 らは 11人 の 閉経後婦人 に，60〜90

日間 ， 1 日75mg の ゼ ラ ノ ール を経 口 投与 し て，内分 泌

や 代謝面 で の 影響 を 検討した とこ ろ，投与前後 の 血

漿 FSH
，
　 LH

，
　 pr。lactin　 l・C は 有意の 変化 は認 め られな

か っ た （FSH ，
107．9±47．5→ 82，9± 49．OmlU ！ml ；1．H ，

90．9± 37．6→ 75．1± 22．2mlU ！ml ； prolactin， 9．3± 5．9

→ 8．7±3．3ng／ml ）．ま た ， 血 中 ， 胆汁中の 蛋 白質，脂質

は ，通常 ス テ ロ イ ド性 estrogen 投与 で は 変化 がみ られ

る の だ が，本剤 で は 抗 ト ロ ン ビ ソ ，PT
，　APTT などの

凝集試験 ， 血清セ ル ロ プ ラ ス ミ ン
， 血漿 ト リグ リ セ ラ イ

ド，胆汁 上 の コ レ ス テ 卩 一ル な どに なん ら変化も認め ら

れ な か つ た ．す な わ ち ，
ゼ ラ ノ ール は 内分泌機能 の み な

らず肝細胞 の 機能 に も，なん らの 有意の 変化 を 与えられ

な か つ た と報告して お り，更年期，閉経後婦人の estro −

gen 療法に 今後使用 さ れ る よ うに な る の で は な い か と思

わ れ る．

　digitalisを 長期間 に わ た り閉経期婦人 な どに 用 い る

と，
estr 。gen 類似の 作用を 有す る の で 性器 の 腺上 皮細胞

に 対す る 影響を考慮する必 要があ る こ とを，ラ ッ トを用

い て 検討 して い る報告もあ る又 ， 性器発育障害に est ・O −

gen 療法を行 うときは ， 内膜 の 過形成や腺癌がみ られ る

こ とが あ る の で ，必 要最小量 を与 え る の が よ く， 経 口

や腟投与 1，C よ る血 中 estrogen の 各分画 に つ い て 検討 し

た 報告 や，去勢婦人 に 対す る 結合型 estrogen
，　

ethinyl

estradiol
， カ ル シ ューム 投与時 の 各種 ホ ル モ ソ ，骨 へ の

影響を検討した成績も発表され る．そ の 他， estriol 療

法に よ る 閉経後婦人 の 自律神経 様症 状 に 対 す る 治療効果

や ， 閉経後婦人 の estrogen 状態を 示す指示 と して の 血

中 estrOgen 測定の 意義 に つ い て 検討 した 報告も あ る．

（高橋克幸）

FC ・60　（Abs ．　No ．213〜216
，
236〜239｝

　 C 置inical　Aspectg　 of 　Menstrual　 and 　 Endoorine

　　 Disorders （Amen ・ rrhea ，
　PCO

，
　Adren ・genital

　　 Syndrome ，　etc ・）

　 こ の セ ッ シ ョ
ン で は 世界各国か ら 9 題 の 演題 が 発表 さ

れ る予定 で ，前半 の 5題 は 主 と して 排卵障害の 症態，診

断 に 関す る 報告 で あ り ， 後半 の 4題は 麦角 ア ル カ ロ イ ド

に よ る PRL 分泌抑制効果の 治療的応用に 関す る もの で

あ る．

　 排卵障害 に 関す る 演題 の 中で は ，
Kuzumiea （ソ 連）

が長期 に わた る 慢性骨盤内炎症が，血 流 の 異常 を 介 し

て 排卵障害 をもた らす こ とを報告 して お り，Travianko

（ソ 連）は機能性出血 の 原因 と し て 細 胞 の 存続 と閉鎖 の

2 つ タ イ プがある こ とを指摘 し，そ の 治療に 子宮頚部の

電気的刺激を行つ て い る の が 目新 らしい ．楠田 （九大）

お よび Jacobs（英国）は 無月経患者に 対して progestogen

負荷試験を 行ない ， 前者 は 消退出血 の 発来機序 に pro−

gsetogen 投 与後 の 内因 性 LH の 上昇と， そ れゑに 続 く

estradio1 の 上昇が関与して い る 可能性を 示唆 し， 後者

は 消退出血 の 有無は clomiphene に よ る排卵 の 成功率 と

平行す る こ とを 示 し た．最 近 血 中 prolactin測定法 の

普及に 伴 な い 乳汁漏出性無月経 が 注 目 され て い るが，

Chatterjee （イ ン ド）は ピ ノレ服用後の 本症 に つ い て 検討

し，内分泌学的に 3 つ の カ テ ゴ リ
ー

に 分類 して い る．

　高 prolactin血 症の 治療の演題 で は Sirbu （ル ー1 ニ

ア ）が brornocriptine（CB ・154） を 乳 汁漏出無月経群 に

投与 し， 排卵．性周期 の 回復 と妊娠例 を報告す る．新 ら し

い 麦角ア ル カ ロ イ ドの 1・isuride の 臨床応用 に 関す る発

表 が Tempone （ア ル ーぜ ソ チ ソ ），De　Cecco （イ タ リア ）

お よび Floersheim・Sh。 char （ス イ ス ）の 3 力 国か ら行 な

わ れ る．本剤は 強力な prolactin分泌 抑制作用が あ り，

高 prolactin血症性無月経 の 治療 と ， 産褥の 乳汁分泌抑

制に も有効 で あ る と して い る．副作用が軽い の で今後 の

発展 が 期待 され る．

　 以上 に 概説 した ご と く，
ヨ ーロ

ッ
パ ，南 ア メ リカ ， ア

ジ ア と世界の 各地 か らの 報告は ， 研究内容 と共 に 発表の

方法 の お 国ぶ り も知 る 機会 とな る の で 大 い に 期待 さ れ

る．　 （青野敏博）

FC −61　〔Abs ．　No ，240〜244）

　 Adolescence
，
（Mmacterium 　a・1d 　Postmempause

　 （Abs ．　No ．245 〜 249）

　 （洫   cal 　Aspects 　 of ！vaen・重rual 　 and 　Endocrine

　　 Disorders （Amenorrhea ，
　PCO

，
　Adreno5en 置tal

　　 Syndrome ，
　etc ・）

　 本 セ ・
； H ソ で は，主 として， （1） 無月経 ・無排卵，

お よ び （2） 思 春期 ・青春期 の 問題 に つ い て 討論 され

る．主 な講 演 内 容 を あげ る と， （1）で は ，Dr．　 Hauser

（ス イ ス ） らは， Mayer −Rohitansky−KUster 症候群，　 St−

einI ．eventhal 症候群お よび anorexia 　mentalis な どの 原

因や 取 り扱 い ，さ らに 腟 の 長 さ の 短縮，腹腔鏡所見．カ

ロ リ
ー
消費記録か ら，それ らの 特徴 と診断法 に つ い て ふ

れ る．ま た Dr・Hansbtiaや Desai （イ ン ド） ら は，無排

卵症 に 対す る cl 。 miphene と gonad・ tropin 療法 の 成績

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


